
2021年度　東京大学　前期理系　第６問

問題 定数 b，c，p，q，rに対し，

x4 + bx+ c = (x2 + px+ q)(x2 ¡ px+ r)

が xについての恒等式であるとする。

(1) p Ë 0であるとき，q，rを p，bで表せ。

(2) p Ë 0とする。b，cが定数 aを用いて

b = (a2 + 1)(a+ 2)，c = ¡ #a+ 3
4
; (a2 + 1)

と表されているとき，有理数を係数とする tについての整式 f(t)と g(t)で

fp2 ¡ (a2 + 1)gfp4 + f(a)p2 + g(a)g = 0

を満たすものを 1組求めよ。

(3) aを整数とする。xの 4次式

x4 + (a2 + 1)(a+ 2)x¡ #a+ 3
4
; (a2 + 1)

が有理数を係数とする 2次式の積に因数分解できるような aをすべて求めよ。
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